








 平成 20 年、福井大学教職大学院の開設と同時に、本所は今日的課題に焦点を当てた協働研究を大学とともに進めて
いく拠点校の１つとなった。そのため所員１名が第１期入学生として派遣され、所内の研究推進リーダーを務めること
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経験者研修・10 年経験者研修)とミドルステップアップ研修(中堅教員対象)である。今回は、この２つの研修の実践と
２５年度の改善および課題についてまとめる。 
なお、以降の文章内では、初任者研修を初任研、５年経験者研修を５経年、10 年経験者研修を 10 経年、ミドルステ
ップアップ研修をミドル研修と表記する。 
 
２  研修講座の改善 
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平成２４年度 ミドルステップアップ研修 




























５日目 校内研修活性化のためのミドルリーダーの役割 1年間の振り返り 
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度改定をふまえ、大学等での単位化が可能な設計にもした。 
 
 (２) 基本研修 















































































本県の場合、初任者と 10経年がそれぞれ 150名、５経年が 100名程度なので、合計 400名の対象者がいる。これらの
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時期 対象者 テーマ 備考 
８月 初任者＋10経年 10年後の教師像 10経年が進行役 
１１月 初任者＋３年目＋10経年 事例研究(初任者は授業研究) 所員が進行役 













 ［２ 研修講座の改善］で示したミドル研修、［３ 基本研修のさらなる改善］で示した基本研修を 25年度に実施し
た。この章では、25年度の取り組みと生じた課題等について報告する。 
 
 (１) ミドル研修 
ａ．研修内容と受講者の声のまとめ 
集合研修１日目〔６月４日(火)13:30～16:30〕 
開講式・挨拶 県教育庁企画幹 小和田 和義 
         教育研究所長  中島 嘉文 
講義「これからの学校経営を担うミドルリーダーの役割」 








福井大学教職大学院教授 松田 通彦 
講義「授業研究の理論と事例」 
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集合研修３日目〔８月２日(金)13:30～16:30など３日間の中から１日選択〕 






















































             要請研修会に参加した先生方のアンケート結果は次のようであった。 
１．授業研究のあり方等について話し合ったことは、よく分かりましたか。 
      ①とてもよく分かった ５人     ②よく分かった １人 
     ③あまりよく分からなかった  ０人  ④分からなかった ０人 
２．授業研究のあり方等について話し合ったことは、今後授業研究を進めるうえで役に立つと思いまし 
   たか。 
     ①とても役に立つ ５人       ②役に立つ １人 
     ③あまり役に立たない ０人     ④役に立たない ０人 
３．授業研究のあり方等の話し合いに対するご意見・ご感想をお聞かせください。    









































































































































































































 (２) 基本研修 

















初任者 82 18 0 0 




初任者 76 24 0 0 
10経験 62 38 0 0 
平成26年 
２月実施 
５経年  69 29 1 0 
10経年  70 30 0 0 






  ・10年後の姿をイメージさせて頂き、やる気になった。10年経っても目を輝かせて仕事に取り組みたい。 
  ・普段聞けないこと、不安な思いを受けとめていただき、すごく気持ちが楽になり勉強になった。 
 10経年 
  ・初任者に恥ずかしくない自分でいられるように自己研鑚に励みたい。 
  ・初任者の時にこういう機会があれば、もっと見通しを持って頑張ることができたように思う。 
  ・職場にも若手教員が多いので、コミュニケーションの取り方の参考になった。 


















  ・異動で異校種に赴任することになったときの心の準備がある程度できた。 
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５  おわりに 
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福井県教育研究所(2014)「平成 25年度 E131ミドルステップアップ研修実践記録集」 
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